
1 

 

 

教

師

 

        

バ

美

肉

テ

ィ

ー

チ

ャ

ー

轟

 

     
 

    
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

洲

濵

 

玉

代
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人

 

物

 
轟

幸

一

／

ま

る

く

ぅ

（

2
8

）

双

葉

小

学

校

教

師

 

 

／

ヴ

ィ

チ

ュ

ー

バ

―
 

加

々

美

鞠

依

ま

り

い

（
1
2

）

双

葉

小

学

校

６

年

 

小

山

内

お

さ

な

い

茂

外

也

も

と

や

（
4
8

）

無

職

 

加

々

美

乙

葉

（

3
6

）

鞠

依

の

母

 

日

置

澄

子

（

2
3

）

幸

一

の

後

輩

、

新

人

教

師
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①
 

ツ

ー

サ

イ

ド

コ

ー

ト

・

外

観

（

夜

）

 

 
 

２

階

建

て

の

ア

パ

ー

ト

 

 

②

 

同

・

轟

家

・

玄

関

（

夜

）

 

 
 

 

玄

関

の

棚

の

上

に

、

入

院

費

用

の

請

求

書

。

 

 
 

 

名

前

は

『

轟

和

彦

』

、

費

用

は

８

万

円

。

 

 

③

 

同

・

同

・

洋

室

（

夜

）

 

 
 

P
C

機

材

の

あ

る

小

部

屋

。
 

３

面

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

を

前

に

座

る

轟

幸

一

 

（

2
8

）

の

後

姿

。

や

せ

た

な

で

肩

。

 

 
 

 

正

面

に

ゲ

ー

ム

画

面

、

左

に

音

声

等

の

波

形

 

グ

ラ

フ

画

面

、

右

に

配

信

画

面

が

映

る

。
 

 
 

 

配

信

画

面

は

、

ゲ

ー

ム

画

面

を

背

景

に

、

右
 

下

に

ワ

イ

プ

で

紫

髪

、

萌

え

袖

パ

ー

カ

ー

 

の

美

少

年

３

Ⅾ

C
G

ア

バ

タ

ー

が

い

る

。

 

轟

「

（

儚

い

イ

ケ

ボ

）

で

は

、

ま

る

く

ぅ

配

信

、

そ

ろ

そ

ろ

お

別

れ

の

時

間

だ

ね

、

ま

た

来

週

！

」

 

 
 

 

正

面

画

面

上

部

に

ウ

ェ

ブ

カ

メ

ラ

。

 

轟

と

ア

バ

タ

ー

が

同

時

に

手

を

振

る

。
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投

げ

銭

額

の

表

示

さ

れ

た

、

カ

ラ

フ

ル

な

 

コ

メ

ン

ト

バ

ー

が

流

れ

る

。

 

轟

「

あ

ち

ゃ

さ

ん

、

ゆ

め

さ

ん

、

マ

リ

ー

さ

ん

、

投

げ

銭

あ

り

が

と

ね

ー

。

愛

し

て

る

ぜ

！

」

 

 
 

 

『

配

信

は

終

了

し

ま

し

た

』

の

画

面

。

 

 
 

 

轟

、

喉

を

２

，

３

度

鳴

ら

し

 

轟

「

（

素

の

低

い

声

）

さ

て

、

今

月

の

売

上

げ

は

」

 

収

益

グ

ラ

フ

、

投

げ

銭

の

総

額

５

万

円

。

 

轟

の

口

元

に

笑

み

。

 

 

④

 

双

葉

小

学

校

・

外

観

（

朝

）

 

 
 

 

都

会

の

小

学

校

。

遠

景

に

水

色

の

タ

ワ

ー

。

 

 

⑤

 

同

・

６

-
A
 

 
 

3
0

人

ク

ラ

ス

。

 

 
 

 

黒

板

に

『

ネ

ッ

ト

リ

テ

ラ

シ

ー

』

の

文

字

。

 

 
 

 

轟

、

道

徳

の

教

科

書

を

手

に

持

ち

歩

く

。

 

 
 

 

後

ろ

の

席

、

机

の

下

で

ス

マ

ホ

を

い

じ

る

加

 

々

美

鞠

依

（

1
2

）

。

ス

タ

イ

ル

の

良

い

黒

 

髪

ツ

イ

ン

テ

ー

ル

。
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轟

「

S
N
S

で

は

、

個

人

情

報

の

取

り

扱

い

に

気

を

付

け

ま

し

ょ

う

、

特

に

、

名

前

、

住

所

、

生

年

月

日

な

ど

は

絶

対

に

教

え

な

い

こ

と

」

 

 
 

 

鞠

依

の

ス

マ

ホ

の

ト

ー

ク

画

面

、

相

手

は

『

 

ま

る

く

ぅ

＠

裏

垢

』

で

あ

り

『

僕

も

好

き

 

だ

よ

』

と

の

返

信

が

来

て

い

る

。

 

頬

を

染

め

に

や

け

る

鞠

依

。

 

轟

「

加

々

美

鞠

依

！

」

 

鞠

依

の

手

か

ら

落

ち

た

ス

マ

ホ

を

拾

う

轟

 

轟

「

後

で

職

員

室

に

来

な

さ

い

」

 

 
 

 

青

ざ

め

る

鞠

依

。

 

 

⑥

 

同

・

職

員

室

 

 
 

壁

の

時

計

は

３

時

を

指

す

。

 

 
 

轟

が

座

り

、

鞠

依

の

ス

マ

ホ

を

机

に

置

い

 

て

い

る

。

う

つ

む

く

鞠

依

。

 

轟

「

な

ん

で

ス

マ

ホ

触

っ

て

た

ん

だ

？

」

 

鞠

依

「

ご

め

ん

な

さ

い

、

返

し

て

く

だ

さ

い

」

 

轟

「

（

た

め

息

）

理

由

を

聞

い

て

い

る

ん

だ

」

 

 
 

 

鞠

依

、

拳

を

握

る

。
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鞠

依

「

だ

っ

て

、

恋

し

て

る

ん

だ

も

ん

！

」

 

 
 

 

轟

の

口

が

ぽ

か

ん

と

開

く

。

 

鞠

依

「

（

早

口

）

だ

っ

て

、

鞠

依

の

彼

氏

面

白

く

て

イ

ケ

ボ

で

、

毎

日

考

え

て

い

た

い

ん

だ

も

ん

」

 

轟

「

あ

ー

、

理

由

は

わ

か

っ

た

。

だ

が

授

業

は

ち

ゃ

ん

と

聞

き

な

さ

い

。

次

は

親

に

連

絡

す

る

ぞ

」

 

鞠

依

「

（

頭

を

下

げ

）

わ

か

り

ま

し

た

！

」

 

 
 

 

轟

、

鞠

依

に

ス

マ

ホ

を

渡

す

。

 

轟

「

全

く

、

ま

せ

て

る

な

…
…

ク

ラ

ス

の

奴

か

？

」

 

鞠

依

「

（

ス

マ

ホ

を

抱

き

）

う

う

ん

、

ま

る

く

ぅ

君

っ

て

い

う

の

、

ヴ

ィ

チ

ュ

ー

バ

ー

な

ん

だ

！

」

 

飲

み

か

け

た

コ

ー

ヒ

ー

で

む

せ

る

轟

。
 

轟

「

は

ぁ

？

 

な

な

な

、

な

ん

て

？

」

 

鞠

依

「

ま

る

く

ぅ

君

だ

よ

、

先

生

知

ら

な

い

の

？

」
 

轟

「

知

ら

な

い

わ

け

な

い

だ

ろ

う

が

！

 

そ

ん

で

も

っ

て

、

絶

対

に

ソ

イ

ツ

は

偽

者

だ

！

」

 

鞠

依

「

先

生

、

な

ん

で

絶

対

な

ん

て

言

え

る

の

？

」

 

轟

「

（

目

を

泳

が

せ

）

そ

れ

は

…
…

」

 

鞠

依

「

正

真

正

銘

、

本

物

だ

よ

！

 

鞠

依

が

た

く

さ

ん

投

げ

銭

し

た

か

ら

、

お

礼

に

っ

て

T
m
i
t
t
e
r

か
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ら

D
M

で

、

裏

ア

カ

教

え

て

も

ら

っ

た

ん

だ

！

」

 

鞠

依

、

ス

キ

ッ

プ

で

出

て

い

く

。

 

轟

「

（

頭

に

手

を

あ

て

）

ま

じ

か

よ

」

 

 

⑦

 

加

々

美

家

・

外

観

 

 
 

二

世

帯

住

宅

。

遠

景

に

水

色

の

タ

ワ

ー

。

 

 

⑧

 

同

・

鞠

依

の

部

屋

 

 
 

パ

ス

テ

ル

カ

ラ

ー

基

調

の

部

屋

。

 

 
 

ベ

ッ

ド

に

て

ス

マ

ホ

を

触

る

鞠

依

。

 

『

ま

る

く

ぅ

＠

裏

垢

』

と

の

ト

ー

ク

画

面

 

『

マ

リ

ー

ち

ゃ

ん

の

写

真

が

欲

し

い

な

』

 

と

返

信

が

来

る

。

『

自

分

は

こ

れ

』

と

、
 

2
0

代

前

半

、

茶

髪

の

青

年

の

写

真

が

送

ら

 

れ

る

。

背

が

高

く

さ

わ

や

か

な

眼

差

し

。

 

鞠

依

「

（

頬

を

染

め

）

か

っ

こ

い

い

…
…

」

 

 
 

 

鞠

依

、

鏡

で

髪

を

整

え

、

ア

ン

グ

ル

を

調

整

 

 
 

 

し

、

窓

か

ら

明

り

の

入

る

場

所

で

自

撮

り

。

 

 
 

 

鞠

依

、

送

信

す

る

手

を

止

め

る

。

 

鞠

依

「

個

人

情

報

じ

ゃ

な

い

し

…
…

付

き

合

っ

て

る
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ん

だ

か

ら

、

大

丈

夫

だ

よ

ね

」

 

 
 

 

鞠

依

、

送

信

ボ

タ

ン

を

押

す

。

 

 

⑨

 

小

山

内

家

・

外

観

（

夕

）

 

 
 

 

赤

い

瓦

の

一

戸

建

て

。

 

 

⑩

 

同

・

和

室

 

暗

い

部

屋

、

Ｐ

Ｃ

前

に

座

る

小

山

内

茂

外

 

也

（

4
8

）

。

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

の

明

か

り

に

 

照

ら

さ

れ

た

二

重

顎

。

 

Ｐ

Ｃ

の

画

面

に

、

『

ま

る

く

ぅ

＠

裏

垢

』

 

と

『

鏡

マ

リ

ー

』

と

の

ト

ー

ク

画

面

。
 

鞠

依

の

写

真

が

送

ら

れ

て

く

る

。

 

小

山

内

、

『

可

愛

い

ね

、

好

み

だ

よ

』

と

 

返

信

し

、

写

真

の

鞠

依

の

瞳

を

拡

大

。

 

瞳

の

中

、

反

射

す

る

窓

の

外

の

景

色

。

 

解

像

度

を

上

げ

る

と

、

水

色

の

タ

ワ

ー

。

 

 
 

 

に

ち

ゃ

り

と

笑

う

小

山

内

。

 

 

⑪

 

双

葉

小

学

校

・

職

員

室
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1
8

時

を

指

す

時

計

。

 

日

置

澄

子

（

2
3

）

と

轟

、

テ

ス

ト

採

点

中

 

轟

の

手

は

止

ま

り

、

空

中

を

見

て

い

る

。

 

澄

子

「

先

輩

が

残

業

な

ん

て

、

珍

し

い

で

す

ね

」

 

 
 

 

電

話

が

鳴

り

、

澄

子

が

素

早

く

取

る

。

 

澄

子

「

は

い

、

こ

ち

ら

双

葉

小

学

校

」

 

小

山

内

の

声

「

す

み

ま

せ

ん

、

鏡

マ

リ

ー

の

担

任

に

 

代

わ

っ

て

い

た

だ

け

ま

す

？

」

 

澄

子

「

轟

で

す

ね

。

先

輩

、

お

電

話

で

す

」

 

轟

が

電

話

に

出

る

が

、

切

れ

て

い

る

。

 

轟

「

い

た

ず

ら

電

話

か

…
…

？

」

 

 

⑫

 

ツ

ー

サ

イ

ド

コ

ー

ト

・

外

観

（

夜

）

 

 

⑬

 

同

・

小

部

屋

（

夜

）

 

 
 

 

配

信

画

面

、

配

信

の

題

名

は

『

緊

急

配

信

！

 

大

事

な

お

知

ら

せ

』

。

ま

る

く

ぅ

の

ア

バ

 

タ

ー

が

正

面

を

向

い

て

い

る

。

 

轟

「

（

イ

ケ

ボ

で

）

僕

は

、

裏

ア

カ

ウ

ン

ト

は

あ

り

 

ま

せ

ん

し

、

誰

と

も

付

き

合

っ

て

い

ま

せ

ん

」
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『

お

知

ら

せ

？

』

『

何

何

？

』

『

推

せ

る

』

 

等

の

コ

メ

ン

ト

が

高

速

で

流

れ

る

。

 

轟

「

学

生

さ

ん

か

ら

の

お

金

は

受

け

取

れ

ま

せ

ん

。

自

分

で

稼

げ

る

よ

う

に

な

っ

て

か

ら

応

援

し

て

く

だ

さ

い

」

 

 
 

 

配

信

画

面

内

、

頭

を

下

げ

る

ま

る

く

ぅ

。

 

 
 

 

ウ

ェ

ブ

カ

メ

ラ

に

頭

を

下

げ

る

轟

。

 

 

⑭

 

双

葉

小

学

校

・

6
-
A

教

室

（

朝

）
 

 
 

 

教

壇

に

立

つ

轟

、

空

い

た

鞠

依

の

席

を

見

る

 

 

⑮

 

双

葉

公

園

 

 
 

人

気

の

な

い

公

園

。

 

茶

色

の

ラ

ン

ド

セ

ル

を

背

負

っ

た

鞠

依

、

 

ブ

ラ

ン

コ

に

座

り

う

つ

む

い

て

、

 

鞠

依

「

は

ぁ

ー

。

初

め

て

サ

ボ

っ

ち

ゃ

っ

た

」

 

 
 

 

『

ま

る

く

ぅ

＠

裏

垢

』

と

の

ト

ー

ク

画

面

 

『

配

信

は

嘘

だ

よ

』

『

こ

れ

か

ら

も

応

援

 

し

て

ね

』

と

返

信

が

来

て

い

る

。

 

鞠

依

「

鞠

依

、

信

じ

て

い

い

の

か

な

？

」
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公

園

沿

い

に

黒

い

バ

ン

が

停

車

し

て

い

る

。

 

 
 

 

ず

ん

ぐ

り

し

た

影

が

鞠

依

に

か

か

る

。

 

鞠

依

が

顔

を

上

げ

る

。

 

 

⑯

 

双

葉

小

学

校

・

職

員

室

 

電

話

を

掛

け

て

い

る

轟

。

 

轟

「

加

々

美

さ

ん

、

鞠

依

さ

ん

の

欠

席

理

由

は

体

調

 

不

良

で

す

か

？

」

 

乙

葉

の

声

「

轟

先

生

、

ど

う

い

う

意

味

で

す

か

？

 

鞠

依

は

今

朝

、

学

校

に

行

き

ま

し

た

が

…
…

」

 

 
 

 

轟

、

眉

根

を

よ

せ

る

。

 

 

⑰

 

双

葉

公

園

 

 
 

小

山

内

を

見

上

げ

る

鞠

依

。

 

小

山

内

「

（

鼻

息

荒

く

）

マ

リ

ー

ち

ゃ

ん

、

こ

ん

な

 

に

す

ぐ

見

つ

か

る

な

ん

て

、

運

命

だ

ね

」

 

鞠

依

「

え

っ

誰

で

す

か

、

な

ん

で

名

前

」

 

小

山

内

「

僕

は

ま

る

く

ぅ

の

友

達

だ

よ

、

こ

れ

か

ら

会

え

る

か

ら

一

緒

に

行

こ

」

 

小

山

内

の

手

が

、

鞠

依

の

手

首

を

掴

む

。
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鞠

依

「

ひ

っ

、

や

め

て

下

さ

い

、

離

し

て

」

 

 
 

 

強

く

引

っ

張

ら

れ

、

ブ

ラ

ン

コ

の

鎖

か

ら

離

 

れ

る

鞠

依

の

手

。

 

小

山

内

「

（

鼻

息

荒

く

）

小

６

は

か

わ

い

い

な

ぁ

」

 

鞠

依

、

足

を

踏

ん

張

っ

て

抵

抗

す

る

。

 

 
 

 

地

面

に

引

き

ず

ら

れ

た

跡

が

伸

び

て

い

く

。

 

 
 

 

鞠

依

、

口

を

開

く

が

恐

怖

で

声

が

出

な

い

。

 

 
 

 

電

子

音

が

し

て

、

バ

ン

の

ド

ア

が

開

く

。

 

轟

「

リ

ス

ナ

ー

せ

い

と

に

手

ぇ

出

し

て

ん

じ

ゃ

ね

ぇ

！

」

 

 
 

 

轟

、

小

山

内

に

体

当

た

り

す

る

が

、

体

格

差

 

で

弾

か

れ

、

尻

も

ち

を

つ

く

。

 

 
 

 

小

山

内

、

鞠

依

の

手

を

放

し

バ

ン

に

乗

る

。

 

 
 

 

遅

れ

て

走

っ

て

来

た

加

々

美

乙

葉

（

3
6

）

、

 

鞠

依

を

抱

き

し

め

、

 

乙

葉

「

鞠

依

！

」

 

 
 

 

乙

葉

の

手

に

ス

マ

ホ

。

マ

ッ

プ

画

面

に

Ｇ

Ｐ

 

Ｓ

『

鞠

依

の

ス

マ

ホ

』

の

表

示

。

 

鞠

依

「

（

次

第

に

泣

き

出

し

て

）

お

か

あ

さ

ー

ん

」

 

 
 

 

土

ま

み

れ

の

轟

、

走

り

去

る

黒

い

バ

ン

の

ナ

 

ン

バ

ー

を

ス

マ

ホ

で

撮

影

す

る

。

 


